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はじめに

~アレルギー性鼻炎に罹患する人は近年、急速に

増加する傾向にある。

~アレルギー性鼻炎の原因は花粉やホコリなどの
アレルゲンであるならば、なぜアレルギー性鼻炎
が近年になって急速に増加しているのだろう
か？
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~また、その対処法は抗ヒステミン剤などの症状
の改善薬の使用が多くを占める。

アレルギー性鼻炎の病因と発生メカニズムを中

医学の視点より分析し、その本質に迫り、根本
的な改善法を提案する。
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近年のアレルギー性鼻炎の特徴

~ 以前は多量の希薄な鼻汁が主な症状であった。

~ 近年は鼻閉を主とし、皮膚の炎症や掻痒感、喉や気管支など症

状が多彩に変化した。

~ １人の人が複数の花粉に反応する、多数のアレルゲンを持つな

ど、症状の重症化が進んでいる。
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研究方針

~ 生活環境からみたアレルギー性鼻炎の原因について考え、中医

学の視点より病理メカニズムを分析する。

~ アレルギー性鼻炎当院患者100症例について分析し、アレル

ギー性鼻炎の本質に迫る。一症例ではあるが、刺絡の効果につ

いて検証する。
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生活環境からみたアレルギー性鼻炎の原因

① 多飲・冷飲
~ 糖分の多い清涼飲料や炭酸飲料の多量摂取

~ コーヒー、紅茶、お茶などを嗜好として咽が渇いていなくても常に飲む

~ 冬でも冷たいビールやアイス、夏の果物を飲食する

② 食生活の偏り
~ 肉類、油物、に偏った摂取

~ 野菜や穀物の摂取の減少

~ 高カロリーの物を一度にたくさん摂る

~ お菓子でも油分の多いスナックが主流

~ 多く食べたり全く食べなかったり

③ ストレス
~ 対人関係の希薄化や孤立化による凶悪犯罪の増加

~ 便利になった反面、情報処理や時間との闘いに追われゆとりが持てない

~ 競争社会での自信喪失など、憂鬱の種は尽きない
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④睡眠
~睡眠時間の不足（共稼ぎが多くなる等、多忙の代償に睡眠を削る）

~睡眠の質の低下（ストレスを溜め込んで熟睡が出来ない）

⑤ 住環境の変化
~温度変化に対する順応性の低下（エアコンの普及や部屋の密閉化による）

⑥ その他
~体を冷気にさらす（冬でもミニスカートを着る、座り込み等）

近年になって特に変化した生活環境因子は以上のようなものである。
このような生活環境の変化が、私たちの身体にどのような影響を与え
たか、中医学の視点から分析する。
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五臓の生理から分析する五臓の生理から分析する
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五臓の生理とアレルギー性鼻炎

１．脾

多飲・冷飲
肥甘厚味の過食 脾・胃損傷

水湿運化の低下 水湿停滞 水湿外出

衛気生成不足 衛気虚 防衛低下 外邪侵入

アレルギー性鼻炎
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２．腎（心）
①腎陽不足によるもの
・冷飲食の過食、過剰な冷房、加齢
・過剰な精神活動により心火が上部に亢逆し、下降できない

腎陽が不足

腎水の蒸騰気化が不十分となり、腎水が身体の下部に停滞

全身を巡るべき津液が肺に停滞し、肺の宣散失調を引き起こす

水湿外出

※腎陽は津液を温め蒸化し、再び肺に送り、体内水分が全身にめぐるよう推動する働きをもつ
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②腎陰不足によるもの

慢性的な過労・睡眠不足

腎陰損傷・陰血不足を引き起こす

目のかゆみや皮膚の乾燥をもたらした。
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３．肝（心）
①ストレスにより肝気が鬱滞し

肝鬱

全身をめぐるべき気の流れが鬱滞し内部にこもる

表層の気の流れが滞る

肺の宣散の働きに影響

衞氣による体表の守りが弱まる

つまり、肝鬱によっても外界の変化への適応がスムーズにいかなくなる
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② 肝火は心火を誘ってよく上炎
→肝鬱の長期化は火・風を生み、津液や陰を消耗

肺陰や腎陰の損傷

頭顔面部に熱、燥、風などの陽症を生む

皮膚の熱症状、乾燥、かゆみなどを引き起こす
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③ 過剰な肝気の昇発

木侮金となり、肺の宣散機能の失調を引き起こす

津液が表層にたまる

水湿外出

また、気滞による鬱熱は鼻閉や鼻の乾燥を引き起こす
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アレルギーアレルギー性鼻炎性鼻炎発生のメカニズム発生のメカニズム
①自然環境への
適応力低下

風寒湿
風熱燥

肺の宣発に影響 衛気鬱滞

花粉やホコリは
病邪として侵入しやすい

②過食・冷食 脾の運化が低下 気血不足

衛気不足

③ストレス過剰など 肝気鬱結

肝鬱化火

長期化

心火上炎④過剰な
精神活動

火不帰元

下汲腎陰

腎陰不足⑤過労、睡眠不足
房事過多など

⑥冷飲の過食
過剰な冷房

腎陽不足 気化不利

腎水下凝 心腎不交

宣散失調

水湿停滞
寒湿・湿熱

外因（花粉など）

内因（体質）

アレルギー性鼻炎
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４．肺

① アレルギー性鼻炎にみられる症状は、いずれも肺
の生理と関係している。しかし、肺にみられる病象
はあくまでも標証である。

② 鼻汁のもとである湿の形成、衛気の不足や宣散異
常などの根本的な原因として、他の四臓の生理が
大きく関係している。

個々の発生メカニズムは一人一人異なるので、証を立てて治療を施すこ
とが最も大切である。
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分析のまとめ分析のまとめ

~~ 脾の損傷による水湿外出、脾の損傷による水湿外出、外邪の侵入。

~ 冷飲食の過食・過剰な冷房・加齢、
過剰な精神活動により、腎陽が不足して水湿外出。

~ 腎陰不足による目のかゆみや皮膚の乾燥。

~ 肝鬱により、外界の変化へ適応しにくくなる。

~~ 肝鬱の長期化による皮膚の熱症状、乾燥、かゆみ。肝鬱の長期化による皮膚の熱症状、乾燥、かゆみ。

~~ 過剰な肝気の昇発による、鼻閉や鼻の乾燥。過剰な肝気の昇発による、鼻閉や鼻の乾燥。
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身体症状身体症状

~~ もっとも多い症状としては、身体が重だるく疲れやすもっとも多い症状としては、身体が重だるく疲れやす
いで、水湿による症状が９０％以上に見られた。証候いで、水湿による症状が９０％以上に見られた。証候
としては肝鬱脾虚、脾虚失薀などである。としては肝鬱脾虚、脾虚失薀などである。

~~ 飲食の偏りや肝鬱による脾の水液運化機能の失調飲食の偏りや肝鬱による脾の水液運化機能の失調

~~ 過剰な冷房や加齢により腎陽が不足過剰な冷房や加齢により腎陽が不足

当院の患者
アレルギー性鼻炎１００症例についての分析
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精神症状精神症状
~~ もっとも多い症状としては、イライラ、落ち込む、不安で、もっとも多い症状としては、イライラ、落ち込む、不安で、
肝鬱による症状が９０％以上に見られた。証候としては肝鬱による症状が９０％以上に見られた。証候としては
肝欝気滞、心腎不交などである。肝欝気滞、心腎不交などである。

~~ 肝鬱に始まり心火を誘う、心火に始まり肝鬱を誘う、さらに心肝鬱に始まり心火を誘う、心火に始まり肝鬱を誘う、さらに心
火が降逆して下降出来なくなり、心腎不交に陥るケースが多く火が降逆して下降出来なくなり、心腎不交に陥るケースが多く
見られた。見られた。
~~ 心腎不交による上半身ののぼせ、下肢の冷感という、上熱下心腎不交による上半身ののぼせ、下肢の冷感という、上熱下
寒の証候が６０％以上に見られた。寒の証候が６０％以上に見られた。

これらは生活環境因子である飲食の不摂やストレス、精神的なもこれらは生活環境因子である飲食の不摂やストレス、精神的なも
のが関与している。のが関与している。
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結論結論

アレルギー性鼻炎の発症は、ストレスなどの精神的なアレルギー性鼻炎の発症は、ストレスなどの精神的な

もの、毎日の食生活の習慣などが大きな発症原因のもの、毎日の食生活の習慣などが大きな発症原因の
一つである。一つである。

※※）加齢や睡眠、衣服、住居の環境の変化なども関与する。）加齢や睡眠、衣服、住居の環境の変化なども関与する。

次に、９０％以上に水湿による症状が見られたので、私たちの次に、９０％以上に水湿による症状が見られたので、私たちの

体内水分がどのような状態になっているか見てみよう。体内水分がどのような状態になっているか見てみよう。
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体内水分の停滞について

~~ この地球の地表のこの地球の地表の70%70%を水が覆っている。生命はを水が覆っている。生命は3535億年前億年前
に水から生まれたと言われ、人間は約に水から生まれたと言われ、人間は約6060％が水で構成され％が水で構成され
る（魚や植物はる（魚や植物は70~9070~90％）。血液やリンパ液はその％）。血液やリンパ液はその44分の分の11程程
度で、大部分は細胞内の水となっている。度で、大部分は細胞内の水となっている。

~~ 海の水が温められ蒸発し、雲となり、やがて雨や雪となって海の水が温められ蒸発し、雲となり、やがて雨や雪となって
地上に降り注ぎ、川となって海へ戻る。地上に降り注ぎ、川となって海へ戻る。

~~ この川を汚す主な原因が私たちの生活排水である。川が過この川を汚す主な原因が私たちの生活排水である。川が過
度な栄養状態になり大量の植物プランクトンが発生し、死度な栄養状態になり大量の植物プランクトンが発生し、死
滅して湖底に堆積する。それらの分解時に多量の酸素を消滅して湖底に堆積する。それらの分解時に多量の酸素を消
費するため酸素が不足し、魚介類が住みにくくなる。費するため酸素が不足し、魚介類が住みにくくなる。
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~~ 私たちの出す生活排水が川の自浄作用を上回った。私たちの出す生活排水が川の自浄作用を上回った。

~~ これを富栄養化といい、流れの緩い川において生じこれを富栄養化といい、流れの緩い川において生じ
やすい。栄養過多は川と同じ様に人体にも悪影響をやすい。栄養過多は川と同じ様に人体にも悪影響を
与える。与える。

~~ アレルギー症状を起こしやすい人に一番多く共通すアレルギー症状を起こしやすい人に一番多く共通す
る一つは、この川と同じように体内の水分が停滞し、る一つは、この川と同じように体内の水分が停滞し、
代謝が悪くなって汚れる状態であった。代謝が悪くなって汚れる状態であった。

わかりやすくするために、わかりやすくするために、

体内水分の状態を自然の川と対比してみよう。体内水分の状態を自然の川と対比してみよう。
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水の状態による５つの分類

①水がさらさらと流れ、透き通る様な綺麗な川①水がさらさらと流れ、透き通る様な綺麗な川

②田の水のように、水が溜まって流れがない状態②田の水のように、水が溜まって流れがない状態

③泥の上に蟹が歩いているような湿地帯③泥の上に蟹が歩いているような湿地帯

④水の流れがあまりなく、底に冷たいヘドロが溜④水の流れがあまりなく、底に冷たいヘドロが溜
まっている状態まっている状態

⑤水の流れがあまりなく、底に溜まっているヘドロ⑤水の流れがあまりなく、底に溜まっているヘドロ
が煮詰められ、水面に泡が吹いている状態が煮詰められ、水面に泡が吹いている状態




